
｢松田町地域防災計画｣ ､ ｢松田町職員行動マニュアル｣を作成

町では､町の特性を踏まえた｢松田町地域防災計画｣を策定しました｡

この計画は災害対策基本法に基づき､町民の生命･身体および財産を災

害から保護するため､町域に係る災害予防･災害応急対策および災害復

旧に関する事項を定めています｡これらの防災活動を総合的かつ計画的

に実施することにより防災の万全を期するとともに､社会秩序の維持お

よび公共の福祉を確保することを目的としています｡より現状にあった

防災対策を行うため計画を数年おきに見直し､今年3月､計画の改訂を

行いました｡

また､地域防災計画を簡潔に示し､職員の防災活動に役立てる｢松田

町職員行動マニュアル｣を新たに作成しました｡

災害時の活動の指針となる｢松田町地域防災計画｣は､水害や火災､

土砂災害､自然災害などの災害予防や応急対策､災害復旧などの計画を

定めた｢地域防災計画編｣と､

地震災害予防､応急対策､災

害復旧､東海地震に関する事

前対策などを定めた｢地震災

害対策計画編｣から成ってい

ます｡地震等の災害発生時は

これらを基に､被害を最小限

に食い止め､迅速かつ的確な

対応ができるよう､行政と地

域が協働し活動を行っていき

ます｡

防災拠点として機能します!松田町役場新庁舎

県内には､地震発生に影響を与える約30本もの活断層があります｡私

たちの住む松田町は発生する可能性の高い｢神縄･国府津一松田断層帯｣

を抱えています｡そのようなことから､ ｢災害に強いまちづくり｣は当

町にとって重要な課題のひとつです｡町役場新庁舎は､災害時､防災拠

点として機能するなど､さまざまな役目を果たします｡地下には､地震

の揺れを低減する免震装置があり､巨大地震が発生しても無損傷でいら

れる全国トップレベルの｢地震に強い建物｣です｡

この他にも､災害時の電力を賄う自家発電設備や発電を行う電機車,

災害支援に活用される災害支援室､屋上に災害時の飲料水を確保する隻

水槽､医療支援活動を行う医療救護室､災害情報の収集や対策を検討･

指示する防災対策室､ストレッチャーの搬入可能なエレベーター､上部

に仮設トイレを設置できる雨水貯留槽など､有事を想定した防災拠点と

して必要な設備を備えています｡

また平成18年度事業として､新庁舎2階入口前(旧庁舎跡地)の地下

に､ 40立方メートルの飲料水を確保し､消火にも利用できる耐震性貯水

槽を整備します｡この貯水槽では､常に新鮮な水が循環しており､これ

ひとつで､ 4,400人に対し3日間の応急給水が可能になります｡ (1人1

日3リットルとして計算)貯水槽はこの他にも､松中グラウンド地下に

も整備されています｡

地域と連携しながら､防災拠点として､町民の安全を守るため､多様

な役割を果たしていきます｡

今年の防災訓練は､災害警戒本部･災害対策本部を役場新庁舎に移し､

寄出張所､各自主防災会訓練場所を会場に行われます｡マグニチュード

7､震度6強の東海地震が発生したとの想定で､午前9時にサイレンが

鳴り訓練を開始します｡本部では災害対策本部設置訓練や消防団への描
※

示訓練､土嚢つくり､傷病者に対し迅速かつ適切な処置を行うためのト

リアージ訓練､避難誘導訓練､簡易トイレの組み立て･設置訓練､各幼
･小･中学校､公共施設の被害状況調査､開成町と合同の十文字橋緊急

時対策訓練などを行います｡地震の揺れを体感できる起震車体験訓練(町

民文化センター駐車場にて)も行われ､防災会の皆さんにも参加してい

ただけます｡また､各自主防災会でも消火栓･消火器取り扱い訓練､防

災資機材取り扱い訓練､可搬ポンプ訓練､応急手当訓練､炊き出し訓練

など､各地区の状況に合わせた訓練を行います｡災害に備え､防災訓練

に参加しましょう｡

※トリアージ･-緊急度､重症度により傷病者を選別し､より多くの傷病者の命を救うこと｡
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県と2市8町btlI合同眺駒川練を開催

トピックス
町で行っている防災の取り組みや各種補助

制度などについて､お知らせします｡

7月24日(月) ､ ｢神奈川県･県西二市八町合同災害対策本部等訓練｣

が行われました｡これは､発生が懸念される神奈川県西部地震を想定し､

県および県西2市8町､足柄消防組合､第三管区海上保安本部､陸上自

衛隊の計14機関が合同で実施したものです｡今回は､県や各市町が災害

対策本部を立ち上げて､地震発生後いかに迅速かつ的確に状況判断や意

思決定を行うか､相互が連携して応急対策を行うかなど､実践的な訓蘇

を行いました｡

町では､防災対策室に災害対策本部を設置し､本部長である町長以下

幹部職員が集合し､県や地域県政総合センターの対策本部と情報伝達を

したり､さまざまな状況に基づいた検討､判断､意思決定､連絡調整な

ど図上訓練を行いました｡

災害時の対応力の向上に向け､今後も県､近隣市町との連携した訓蘇

にあたっていきます｡

【問合せ】庶務課防災交通班　℡83-1221

巌警莞警慧三三07:Dツク喜
: ②1m以内に2本以上植え､総延長5m以上のもの
l　③幅4m以上の公道または一般通行用の私道に面して設置されたち

:の(法人が設置するものや､宅地の開発行為にかかるものは除く)
l　<補助金額>　50,000円以内(限度療)

木造建築耐震診断補助制度
木造建築物の耐震性を診断する費用の一部を補助する制度です｡

【補強工事や建て替えの必要性について判断します｡

<補助対象>
l ①町民の方が所有し,居住する住宅

≡ ②昭和5時以前に建築された一戸建住宅､ 2世帯住宅または店舗併
l用住宅

: ※昭和5時6月1日以降に増築されたもの､プレハブ工法および枠
l組壁工法のものは除く

: <補助金額>　30, 000円以内(診断経費のほぼ満額)
l

: ☆住宅の耐震改修工事で固定資産税が減額に
昭和56年までに建築した住宅の耐震改修工事をすると､固定資産l

税が2分の1に減額になります｡対象となる住宅等の条件がありま【

すので､詳細については税務課資産税班(℡83-1224)まで:

お問い合わせください｡

※生垣設置･耐震診断ともに､事前に補助金交付の申請が必要です｡

町の同報無線戸別受信機を購入する費用の一部を補助する制度です｡

<補助金額>

; ･受信機本体補助額35,000円(個人負担は､ 9,000円程度)
l ･-部聞き取りづらい家庭の場合

:外部アンテナおよび取｡付け費用補助額1 5, 000円
l　※補助金額の1 00円未満の端数は､切捨てになります｡

≡ 【問合せ】
l　生垣設置､木造耐震診断は･--･建設課都市計画班℡8 4- 1 3 3 2

1戸別受信機は･.･-･･･-････････････庶務課防災交通班℡8 31 1 2 2 1

正確T1億報を提供.l　　　澗染;'a誉済野

同報無線フリーgtイや/L
同報無線からの災害情報等の放送が聞き取りづらい地域があります0

そのため､町では同報無線でお知らせした内容を一般電話でも聞くこと

ができるようにフリーダイヤルを開設しました｡費用は無料で携帯電請

からも利用できますので､情報確認にご利用ください｡

フリーダイヤル番号　0120-041221

また､ご家庭に同報無線戸別受信機を設置する場合の補助制度も引き

続き実施しています｡左下の詳細をご覧ください｡

【問合せ】庶務課防災交通班　℡83-1221

町の様子をいち早く把握!
災害用ライブカメラ　-　　　-
皆さんは､ハーブ館屋上にあるライブカメラをご存じですか?

これは｢災害映像情報監視カメラ｣で､県の地域課題調整費を使い､平

成14年度に設置しました｡地震や暴風雨などの災害時､ライブカメラ映

像を通じて町の様子をいち早く把握する手段として､現在活用されてい

ます｡

ライブカメラは町HPからアクセス!
平常時は､町のホームページか

らどなたでも映像をご覧になるこ

とができます｡ライトアップや桜

まつりなどのイベント時など､四

季折々の町の｢今｣を楽しんでく

ださい｡なお､災害時はご覧にな

れないことがありますのでご了承

ください｡

【問合せ】庶務課防災交通班

℡83-1 22 1

http://town.matsuda.kanagawa.jp/

災害等支援者を地域で支えよう!

町では昨年から呼びかけを行い､災害時､避難が困難と思われる方を

支援するための｢災害時要援護者名簿｣を作成しています｡これは､支

援を必要とする方を対象とし災害時の警戒や避難､災害発生時の安否確

認等の支援データとして､町､各自主防災会および各地域の民生委員が

保管し､地域全体で援助するために役立てられるものです｡現在､ 220

名(8/18現在)の方が登録されていますが､未登録で､登録を希望す

る方は､保健福祉課までお申し出ください｡

なお､登録の対象となる方の中で､自らお申し出いただくことが困戟

と思われる方については､ご本人の同意を得たうえで登録させていただ

きます｡

登録の対象となるおおよその目安は､町内に在住の次の方々です｡

<対　象>　①要介護状態で移動が困難な方

②身体障害1 ･ 2級の方･知的障害児者･精神障害者の方

で支援が必要な方

③一人暮らし高齢者･高齢者のみの世帯･寝たきり高齢者
･認知症高齢者･虚弱高齢者･難病患者の方で災害時等

において支援を必要とする方

※高齢者とは､ 6 5歳以上の方をいいます｡

※作成した名簿は､目的以外に使用することはありません｡

【問合せ】保健福祉課子育て支援班　℡83-1226

苅防の附
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障害者自立支援

10月1日から

障害があ竜方への

広報　jEフf_i:I

自立支援サービスが変わり

平成18年9月1日

障害のある方が自立した生活をおくれるような地

域社会の実現を目指すことを目的として新たに施行

された｢障害者自立支援法｣の制度の基本部分につ

いて広報2月号でお知らせしましたが､この10月1

日から施設サービスなどが新たに変わりますので､

その内容についてお知らせします｡

【問合せ】

保健福祉課介護･障害班℡83-1 226

闇慮㊥　　①障害者施設を3障害(身体･知的･精神)一元化　②利用者本位のサービス体系に再編

詞cGSD臣③就労支援の抜本的強化④安定的な財源の確保⑤支援決定の透明化･明確化

【4月から開始しているサービス】
①自立支援サービスを利用するときの利用者負担の見直し

サービスの利用量に応じた定率負担(サービス利用料の1割+食費･

光熱水費などの実費)になりました｡

また､負担額には所得に応じ月額上限を設け､生活を圧迫しないよう

配慮されています｡

②自立支援医療が始まりました

これまでの公費負担医療(精神通院医療･更生医療･育成医療)が自

立支援医療に変わり､共通の手続きや､利用者負担額などが統一されま

した｡

③居宅サービスの一部の体系を再編しました

居宅介護(ホームヘルプサービス) ､行動援護､児童デイサービス､

短期入所(ショートステイ)､共同生活援助(グループホーム)などが､

障害者自立支援法での給付となりました｡

【現行のサービス】
支援費制度など､障害の

種矧こよって対象となる

サービスが決まります｡
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【新たなサービス】

障害の種類に関係なく､サービスは共通です｡
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自立支援医療

手続きや負担額(医療費の1割)が統一

されました｡

4月から実施しています｡

【サービス利用の手続き】

町(保健福祉課介護･

障害班)にご相談くだ

さい｡

相談後､サービスが必

要な場合､申請してく

ださい｡

サービスを利用する事

業者を選択し､利用に

関する契約をします｡

【 1 0月から開始する･変わるサービス】

①自立支援給付が始まります

これまでの居宅サービスが再編され､重度訪問介護､重度障害者等包

括支援､療養介護､生活介護､共同生活介護(ケアホーム)などに再編

されました｡

②施設サービスが変わります

身体的または社会的なリハビリテーションや就労につながる支援につ

いて､訓練等給付として支給が始まります｡ (おおむね5年をかけて移

行します)

③補装具の制度が変わります

○種目の見直し

今まで補装具として認められていたストマ用装具(蓄便袋､蓄尿袋)

などの種目が制度改正により､日常生活用具として見直しがされました｡

☆補装具から日常生活用具へ移行した種目-点字器､頭部保護帽､人

工喉頭､歩行補助つえ(一本つえのみ) ､収尿器､ストマ用装具

○利用者負担の見直し

障害者自立支援法施行により､入所サービス等の利用者負担について

は､平成18年4月から所得に応じた負担から､サービスの利用量と所得

に応じた定率負担が実施されています｡

補装具についても､障害者自立支援法施行の考え方に合わせ､費用に

応じた定率負担(1割)と､所得に応じた月額負担上限額の設定(下表

のとおり)に見直しがされました｡ 10月からの費用の支給については､

利用者の申請に基づき､利用者と事業者との契約制を導入する仕組みに

変わります｡

利用者本人の属する世帯の所得に応じた月額負担上限額の設定

区分 唳�)��,ﾈ�?ﾈ�8ｻR�月額負担上限額 

生活保護 ��hｨ云ｸﾎﾉ�)��,���+x.倆"�0円 

低所得ー 倡9*ﾉ�ｩj��YO�攣�Y�)��,X*�,�,H辷ｸｸﾈ�.�,佛x.��15,000円 障害者又は障害児の保護者の収入が80万円以下 

の者 

低所得2 倡9*ﾉ�ｩj��YO�攣�X,X*�.��)��,���+x.倆"�24,600円 

一般世帯 倡9*ﾉ�ｩj��X攣�Y�)���37,200円 

④地域生活支援事業が始まります

介護給付や訓練等給付などによる自立支援サービスとは別に､地域で

の生活を支えるさまざまな事業を､地域の実情に応じて県と協力して行

っていきます｡

☆相談支援事業､移動支援事業､日常生活用具給付･貸与事業(スト

マ用装具､入浴補助用具など) ､コミュニケーション事業(手話通

訳など) ､地域活動支援センター事業

A ,取

_畠_苧蓋≡

必要なサービスが総合

的に判断され､支給決

定通知および受給者証

が交付されます｡

現在の生活や障害の状

況について､調査を行

います｡

:I,,

調査の結果や医師の意見書を参考に､

上地区1市5町の審査会で判定が行わ

れ､どのくらいのサービスが必要な状

態か(障害程度区分)を決定します｡

1
 
0
月
か
ら
､
5
年
を
か
け
て

移
行
し
ま
す
｡
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▲昨年の敬老会の様子

日々の予防で､元気に生きいきと
～地域支援事業｢口腔機能等向上事業｣

町では､年齢を重ねても元気で生きいきと暮らせるよう､介護予防に力を注いでいま

す｡今年度制度改正した地域支援事業の新しい試みとして､ ｢口腔機能等向上事業｣を

開催しています｡これは､ ｢食べ物をかむ｣ ｢飲み込む｣などの口腔機能が衰えた高齢

者を早期に把握し､ご本人の希望により状態の改善･予防を図るものです｡

【問合せ】地域包括支援センター　℡83-1 1 91

【問合せ】
企画財政課℡83-1222

年齢 仞�ｧ｢�

70歳 迭ﾃ���冷�

77歳 ���ﾃ���冷�

88歳 �#�ﾃ���冷�

99歳 �3�ﾃ���冷�

100歳以上 ����ﾃ���冷�

鼻から吸う　　　　　　　口から吐く

(1 )ゆっくり後ろを振り返る

私たちの生活に欠かせない水｡豊かな水の源となるのが水

源林です｡松田町には県の水源林である｢やどりき水源林｣

があります｡水源地域の森林を豊かで活力ある状態に保ち､

引き継いでいくため､県では森林を整備し､機能の高い水源

林づくりに取り組んでいます｡

水源の森林づくりへの理解を深める目的で､ 10月には寄で

水源林の集いが実施されます｡皆さんも水源林を散策しなが

ら､森林の大切な働きについて楽しく学びませんか｡

I                                                                               l

･<目　時> 10月7日(土) 10:00-14:00　　･
l                                                                         l

:<場　所>やどりき水源林　　　　　　　　　　　:

:<費　用>　500円(バス代､保険代の一部に充当｡小学:

:　　　　生以下無料)　　　　　　　　　　　:
l                                                                               l

:<内　容>午前:水源林トレッキング　　　　　　　こ

:　　　　　インストラクターの案内で､水源の森林づく　ニ

:　　　　りについての説明を受けながらコースを歩く｡ :

:　　　　昼食:森のコンサート　　　　　　　:
l                                                                         l

:　　　(草笛､コカリナ､アンクルン)　　　:

:　　　　　午後:森林交流会　　　　　　　　　　　:

:　　　　丸太切りコーナー､クラフトコーナーなど:
l                                                                         l

･　　　　　※雨天決行　　　　　　　　　　　　　　　　･

l                                                                         l

:<申込み>ハガキか電子メールで､催し名｢やどりき水:

:　　　　　源林の集い｣と参加者全員の住所､氏名､性:

:　　　　別､電話番号､生年月日を明記し､ 9月11日:
l                                                                         l

:　　　までに県森林課〒23ト8588 (所在地省略可) :

:　　　　までお申し込みください｡　　　　　　　:

:　　　　メールsuigen@pre£kanagawa.Jp　　　　　:

:<問合せ>県森林課045-210-4365　　:
l I

平
成
十
八
年
度

姶
可
町
敬
老
会
l

■

9
月
1
8
日
　
(
月
･
祝
)
　
の
敬
老
の
日
に
　
｢
敬
老
会
｣

を
開
催
し
ま
す
｡

町
内
に
は
'
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
が
2
0
1
6
名

(
前
年
比
5
5
名
増
)
　
お
ら
れ
'
そ
の
内
'
百
歳
以
上
の

方
が
1
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
｡
当
日
は
'
皆
さ
ん
の

健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
､
祝
金
　
(
左
記
表
を
参
照
)

と
記
念
品
を
贈
呈
す
る
式
典
を
始
め
'
各
種
サ
ー
ク
ル

や
団
体
に
よ
る
歌
や
踊
り
'
演
奏
な
ど
'
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
｡

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
､
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
｡

【
問
合
せ
】
　
保
健
福
祉
課
介
護
･
障
害
班
℡

8

3

-

1

2

2

6

｢
口
腔
機
能
等
向
上
事
業
｣
　
は
'
｢
自
分
の
口

で
､
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
'
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
る
｣
　
こ
と
を
目
的
に
し
た
事
業
で
す
｡
現
在
'

町
の
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

方
に
対
し
'
寄
地
区
･
松
田
地
区
の
各
1
か
所
を

会
場
に
行
っ
て
い
ま
す
｡

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
初
回
で
は
'
ま

ず
歯
科
医
師
に
よ
り
事
業
の
説
明
が
あ
り
､
参
加

者
は
口
の
中
の
状
態
や
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
｡
自
分
の
口
の
中
を
見
な
が
ら
丁
寧
に
歯
を

磨
く
こ
と
'
き
ち
ん
と
入
れ
歯
を
洗
浄
す
る
こ
と

な
ど
'
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
る
点
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
｡

次
に
へ
　
｢
食
べ
ト
レ
体
操
｣
　
に
つ
い
て
歯
科
衛

生
士
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
｡
首
の
体
操
や
口

の
開
閉
､
唇
の
体
操
'
発
声
な
ど
を
通
し
て
'
食

べ
る
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
口

の
手
入
れ
､
食
べ
ト
レ
体
操
な
ど
を
続
け
る
こ
と

で
効
果
が
上
が
り
ま
す
｡
今
後
'
月
2
回
の
教
室

で
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
｡

歩
く
た
め
'
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
筋

力
を
鍛
え
る
よ
う
に
'
美
味
し
く
物
を
食
べ
る
た

め
に
は
､
口
や
そ
の
周
り
の
機
能
を
維
持
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
｡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
､
｢
食

べ
る
｣
　
こ
と
に
対
し
て
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
'

皆
さ
ん
が
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
で
生
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
｡

7
月
2
6
日
　
(
水
)
'
松
沢
成
文

県
知
事
が
､
移
動
知
事
室
事
業
と

し
て
松
田
町
な
ど
'
足
柄
上
地
区

5
箇
所
を
訪
れ
ま
し
た
｡
移
動
知

事
室
と
は
'
知
事
が
県
内
の
各
地

域
に
赴
き
'
地
域
の
実
情
を
把
握

L
t
　
県
政
運
営
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
｡

ま
ず
'
寄
に
あ
る
や
ど
り
き
水

源
林
を
訪
れ
ま
し
た
｡
森
林
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
る
　
｢
か
な
が
わ
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
｣
　
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
､
島
村
町
長
と
水
源
林
を

一
時
間
ほ
ど
散
策
L
t
　
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
午
後
に
は
役
場
新
庁
舎

を
訪
れ
'
地
下
の
免
震
装
置
か
ら

屋
上
ま
で
見
学
し
ま
し
た
｡
そ
の

後
'
地
域
の
伝
統
芸
能
伝
承
活
動

を
行
っ
て
い
る
大
名
行
列
保
存
会

員
へ
　
伝
承
教
室
に
参
加
す
る
松
田

中
学
校
の
生
徒
と
観
光
ま
つ
り
の

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
演
技
の

説
明
を
受
け
'
地
域
文
化
の
伝
承

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
｡
中
学
生
か
ら
知
事
は
ど

う
い
う
仕
事
を
す
る
の
か
と
の
質

問
を
受
け
､
多
岐
に
渡
る
仕
事
内

容
を
説
明
し
'
｢
知
事
は
､
健
康

で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と

が
重
要
｡
皆
さ
ん
も
､
将
来
は
ぜ

ひ
知
事
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
｣
　
と

答
え
る
な
ど
'
和
や
か
な
交
流
の

ひ
と
コ
マ
と
な
り
ま
し
た
｡

①
深
呼
吸
　
(
3
回
)

既
②
首
の
体
操
　
(
〓
固
ず
つ
)
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図書館
だより
.∴∴了=I

おはな　し会　　5日､ 12日､ 26日の火曜日

15:30-16:00､子どもコーナー

休　　館　　日　　毎週月曜日､ 19日

開　館　時　間　9:30から17:00

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

正家憂直垂二
一　般　書

｢孤独と不安のレッスン｣　　　　　　鴻上尚史

｢東大生がやさしく書いた裁判のしくみ｣東大法研

｢偉いぞ!立ち食いそば｣

｢タイムマシン論｣

｢蒼の皇子｣上･下

｢美しき日本の面影｣

｢子どもは判ってくれない｣

｢死日記｣

｢下北沢｣

｢エンデュミオン･スプリング｣

-　=I　:::

｢ケッヘル｣上下　中山　可穂著

アマデウス旅行社の奇妙なツ

アーそれは復讐劇の始まり｡

児　童　書

東海林さだお
二間瀬敏史

バンカー

さだまさし

内田　樹

桂　望実

藤谷　治

スケルトン

｢吹きぬけの青い空｣　　　　　　　志津谷元子

｢おどります｣　　　　　　　　　　　高畠　純

｢キッカーズ　2｣　　　　　　　ナ-ルガング

｢幽霊派遣会社｣　　　　　　　　イポットソン

｢アカネヒメ物語｣たそがれの約束　　村山早紀

｢くもりのちはれせんたくかあちゃん｣佐藤わきこ

｢エアボーン｣　　　　　　　　　　　　オッベル

-A-　-i:lJ H;

｢生命の樹｣ピーター･シス著

ダーウィンは､ピーグル葺に

乗り島々を回り､いろいろの標

本を集め観察し､その謎の探求

に情熱を傾け｢種の起源｣を書

きました｡小学高学年向き｡

*以上は新着2 9 0冊の抜粋です｡ 1日から展示､

予約受付0　9日から貸出.雑誌のリサイクルは2

日と16日に出します｡好評のため1人3冊まで

(中央公論､つり人､ドライバー､なごみ)

寄贈図書は､リサイクル棚へ随時出します｡

松田町選挙管理委員会委員一覧(敬称略)　※○印は新任の方

壷名 倩�kﾂ�任期 

委′員長 �(i�ｩ���ﾂ�平成16年4月1日 ～平成20年3月31日 

職務代理者 ��$(ﾔｹu��平成16年4月1日 ～平成20年3月31日 

委員_ 儁��(ﾔb�平成16年4月1日 ～平成20年3月31日 

委員 ��ｹ'ﾉ>�$疫��平成18年8月17日 ～平成20年3月31日 

- 

I:L'■1i等備後莞合わをそ 

-宍=-▲-dEI妻 

1等1億5800万円痛痩畠舌2500方円 
(発売総額39 ��壓隷C�88h6ｨ6(6r��

発売:全国47都道府県/1枚300円 
沸宝くじ売場等に関するお問い合わせ妻帯 

{03-3535-9085 
この宝くじの収益金は市町村の明るい 
街づくりや環境対策､高齢化対策など地 
域住民の福祉向上のために使われますと 

(財)神奈川県市町村振興協会 

12有4剛よる

広域斎場整備

県西地域の皆様に広くご利用いただいている小田原市斎

場は､昭和46年に建設され､すでに30数年が経過していま

す｡今後の高齢化社会の到来による火葬件数の増加などを

考慮すると､新たな斎場の建設が必要となっています｡

現在､小田原市､南足柄市､大井町､松田町､開成町､

箱根町の2市4町による広域での斎場(火葬場)整備を進

めるため､本年4月から小田原市環境政策課内に｢県西地

域広域斎場建設協議会｣を設置し､平成23年度の広域斎場

(火葬場)の供用開始を目途に､斎場(火葬場)建設の検

討をすすめています｡ (町民環境課　℡83-1225)

事務担当は､県西地域広域斎場建設協議会事務局

℡33-1422　fAX33-1487

alろ<

農作業体験
弥靭寺自治会では､子どもから大人までの世代間交流､

コミュニケーションを図る目的で､ ｢みろくじ農園｣で地

域の皆さんが農作物を育てています｡

8月20日には､つくし子供会の農園活動応援として､子

どもたちが畑での農作業を体験しました｡小･中学生の親

子連れや自治会の皆さん30名ほどが､夏の日差しが降り注

ぐ中､額に汗しながら畑の草取りをし､白ナス･青ナス､

ピーマン､ゴーヤ､サツマイモなど農園に実った夏野菜を､

野菜の育て方や農作業について指導を受けながら収穫しま

した｡ ｢農園の作業体験を通じて､子どもたちの食物を大

切にする心､理解を深めてもらえたらと思います｡ ｣と飯

田自治会長から挨拶がありました｡ 10月末には､同農園で

今年で2回目となる収穫祭が行われる予定です｡実りの秋

が､今から待ち遠しいですね｡

寄診療所に
自動体外式除細動器
(AED)を設置

【聞合せ】町民環境課　℡83-1 225

教育課　　　℡83-7023

最近､駅や公共施設でよく目にする｢AED｣ ｡これは､突然の心停止に対し､救

急隊員が到着するまでの間､そこに居合わせた人が心肺蘇生法に合わせて心臓電気シ

ョックを行う機器のことです｡町では､町健康福祉センター､町内の各小学校など､

多くの皆さんが利用する場所にAEDの設置を進めています｡ 8月には､新たに等診

療所内にAEDを設置し､利用者や周辺の方々が倒れた等の緊急時に活用していただ

けるようになりました｡

また､ 7月26･27日に行われた｢AED講習会｣に､町内各小･中学校教職員25名

が参加しました｡学校現場等で患者が出た際に適切な対処ができるよう､心肺蘇生法

やAEDの使用法を学ぶ訓練に､皆､真剣な面持ちで取り組んでいました｡

第
3
位
　
松
田
A
チ
ー
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井
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(
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瀬
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司
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【問合せ】

庶
務
課
　
電
話
8
3
-
1
2
2
1

松
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
　
田

代
貞
二
さ
ん
の
退
任
に
伴
い
'
竹
内
道

雄
さ
ん
が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
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